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• 東北管内における製作工場の有無による加算点措置

【審議事項】

• 直轄工事の実績を評価しない「簡易評価型」の試行
• 維持工事の施工実績による運用の見直し

【情報提供】



東北地方整備局
令和８年度 総合評価落札方式実施方針 （案）工事

項目 課題と問題等 取り組み内容（案）

① 東北管内における製作工場の有無によ
る加算点措置

対象
施工能力評価型（Ⅱ型）
施工能力評価型（Ⅱ型・企業能力評

価型）
施工能力評価型（Ⅱ型・簡易評価

型）

（課題）
• 東北管内の企業が減少により、災害時の対応力低

下の懸念や、地元企業の若手技術者の採用が進ま
ず技術継承が困難になる恐れがある。

• 地元企業への受注機会を一定程度確保し、地域の
インフラ維持に不可欠な地元の担い手を守る必要
がある。

• 鋼橋上部工事や機械設備工事のうち、水
門・樋門ゲート工事の元請けが自ら製作
する工事を対象。

• 企業の能力等の「地域精通度・貢献度」
の評価項目で東北工場における製作工
場の有無により加点を行うことを試行。

１．審議事項
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東北地方整備局
東北管内における製作工場の有無による加算点措置審議事項①
対象：施工能力評価型（Ⅱ型）、施工能力評価型（Ⅱ型・企業能力評価型）、施工能力評価型（Ⅱ型・簡易評価型）

①災害時における迅速な供給体制の確保
・通常時から地元工場で製作されたものを活用することで、工場が維持
され、災害時に資材を短時間で、迅速に調達可能な体制構築に繋がる
ことが期待される。

②地域経済への貢献
・地域経済の維持や新たな雇用の創出につながることが期待される。
・さらに、地場産業の活性化を促し、地域経済の循環を強化することで、
地域基盤の安定化の寄与に繋がり、地域社会への持続的な貢献に繋
がることが期待される。

③輸送コスト・環境負荷の低減
・地元工場を活用することにより現場に近いため、輸送距離が短縮され、
ＣＯ２削減が期待される。

■配点例：施工能力評価型（Ⅱ型） ※鋼橋上部工事の場合

・以上のことから、東北管内における製作工場の有無により加点を行う。

東北管内における製作工場の有無による加算点措置

○試行対象工事

・対象タイプ：施工能力評価型（Ⅱ型）
施工能力評価型（Ⅱ型・企業能力評価型）
施工能力評価型（Ⅱ型・簡易評価型）

・対象工事：元請が自ら製作する工事を対象
鋼橋上部工事、機械設備工事のうち水門・
樋門ゲート

新 旧
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3 3点 3点 3点

⑧舗装施工管理技術者の有無

⑨河川技術者の資格の有無

①賃上げの実施を表明した企業等

⑨ワーク・ライフ・バランス評価項目となる制度の認定
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①配置予定技術者の施工経験（海外認定・表彰制度による海外実績含む）

19点

換算後の加算点
20点

②難工事指定工事の施工経験

③工事成績評定点

④優良工事表彰・優良工事技術者表彰及び海外認定・表彰制度の表彰

⑤継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況

⑥ＩＣＴ活用工事証明書又は週休２日実施証明書の有無

配置予定技術者の居住地

⑤表彰（SAFETY・安全表彰）

⑥ICTの全面的な活用（ＩＣＴ舗装、ＩＣＴ舗装工（修繕工））の有無

⑦登録基幹技能者等の配置の有無

a）本支店、営業所の所在地

⑧（Ｂ）
地域精通度

・貢献度

a）災害協定の有無・協定に基づく活動実績

ｂ-1）地域防災への協力体制（消防団協力）

ｂ-2）地域防災への協力体制（家畜伝染病による防疫協定）

ｃ）河川、ダム又は道路の経常維持工事の施工実績の有無

ｄ）東北管内における製作工場の有無

分類 評価項目
配点

小計

1
企
業
の
能
力
等

①企業の施工実績（海外認定・表彰制度による海外実績含む）

22.5～（26.5）
点

換算後の加算点
20点

②工事成績評定点

③若手技術者（40歳以下）又は、女性技術者の配置

④表彰（優良工事施工者、インフラDX大賞、インフラメンテナンス大賞）
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・地域内の企業が減少により、災害時の対応力低下の懸念や、地元企業の若手技術者の採用が進まず技術継承が困難になる恐
れがある。
・地元企業への発注機会を一定程度確保し、地域のインフラ維持に不可欠な地元の担い手を守る必要性がある。



東北地方整備局工事

項目 現状と課題等 取り組み内容

① 直轄工事の実績を評価しない「簡易
評価型」の試行

対象：施工能力評価型（Ⅱ型）

（現状）
• 建設業界において高齢化が進み、地域の担
い手確保が喫緊の課題である。

• 実績の少ない企業は総合評価で不利になり
やすく、新規参入が難しい状況である。

• 新規参入や地元企業の成長の機会を確保し、
担い手を維持することを目的に直轄工事の実
績を評価しない簡易評価型を試行

令和７年度補正工事（令和７年12月）から
試行開始

（令和７年度より全地整において
積極的に活用を実施。）

② 維持工事の施工実績による運用の
見直し

対象：施工能力評価型（Ⅰ型・Ⅱ型）

（現状）
• 分任官工事における競争参加資格要件では、
工事期間が１年未満がほとんどであること
から、全工期に従事した期間（準備・後片
付け期間を除く）としている。

• ただし、維持工事は通年での作業となるこ
とから、効率的で計画的に行えるよう、国
債工事による発注もおこなっている。

• 災害時には即応の対応が求められるが、技
術者の人員確保が大きな負担であり、入札
参加者数が少ないことから、他工事の入札
時において、施工実績による加算点評価を
行っている。

・維持工事の単年度工事と国債工事の実績にお
いて、同等な評価をとなるよう、運用の見直し。

競争参加資格要件
・全工期に従事した期間（準備・後片付け
期間を除く）から、全工期が１年以上の工
事に限り、３６５日以上の従事期間で認め
るものとする。

加算点措置の見直し
・完成・引渡しが完了した維持工事の実績
から、一部完成の実績でも加算点評価とす
る。

２．情報提供

3

令和８年度 総合評価落札方式実施方針 （案）



東北地方整備局
直轄工事の実績を評価しない「簡易評価型」の試行

・「簡易評価型」については、直轄工事の工事成績や表彰などの施工実績や経験を評価対象から除外するものである。
・公共工事の品質を確保しつつ、建設業が地域の守り手としての役割を継続的に果たしていくために、地域のニーズを踏まえ上で、
国直轄工事への新規参入の拡大を図っていくことが重要であり、全地整において、積極的に活用するよう示されたものである。

（令和７年度補正工事から試行を実施。）

○試行対象工事
・対象タイプ：施工能力評価型（Ⅱ型）
・工事種別 ：一般土木、維持修繕、橋梁補修、Ａｓ舗装、

建築、電気設備、暖冷房衛生設備、機械設備、
通信設備、受変電設備

情報提供①
対象：施工能力評価型（Ⅱ型）

■施工能力評価型（Ⅱ型（簡易評価型））

総数：一般土木C等級資格者のうち、東北
に本店所在地がある企業者数 599社

816者

305者

未受注社数
390社

〔過去5年（R2ーR6.12）〕

受注社数
２09社

〔過去5年（R2ーR6.12）〕

新規参入拡大へ繋がることを期待
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簡易評価型 Ⅱ型

5点 5点

求めない 5点
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求めない 2点

求めない 1点
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1点 1点
⑧（Ａ）
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3点 3点

0.5点 0.5点

0.5点 0.5点
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0.5点 0.5点

5点 5点

求めない 1点

求めない 5点

求めない 4点

2点 2点

2点 2点

⑦地域精通度
(Ａ)地理的条件 3点 3点

求めない (1点)

求めない (2点)

3 3点 3点 3点

④優良工事表彰・優良工事技術者表彰及び海外認定・表彰制度の表彰

⑦登録基幹技能者等の配置の有無

a）本支店、営業所の所在地

12点

換算後の加算点
20点

配置予定技術者の居住地

⑤継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況

13.5～（15.5）
点

換算後の加算点
20点
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⑧舗装施工管理技術者の有無

⑨河川技術者の資格の有無

簡易評価型
小計

ｃ）河川、ダム又は道路の経常維持工事の施工実績の有無

a）災害協定の有無・協定に基づく活動実績

②難工事指定工事の施工経験

④表彰（優良工事施工者、インフラDX大賞、インフラメンテナンス大賞）

ｂ-1）地域防災への協力体制（消防団協力）

ｂ-2）地域防災への協力体制（家畜伝染病による防疫協定）

⑥週休２日実施証明書の有無

②工事成績評定点

評価項目

⑤表彰（SAFETY・安全表彰）

③工事成績評定点

①企業の施工実績（海外実績含む）

⑧（Ｂ）
地域精通度

・貢献度

③若手技術者（40歳以下）又は、女性技術者の配置

⑥ICTの全面的な活用（ＩＣＴ舗装、ＩＣＴ舗装工（修繕工））の有無

⑨ワーク・ライフ・バランス評価項目となる制度の認定

分類
配点

①賃上げの実施を表明した企業等

①配置予定技術者の施工経験（海外認定・表彰制度による海外実績含む）



東北地方整備局

5点

5点

(2点)

2点

1点

(2点)

1点
⑧（Ａ）

地理的条件 3点

3点

0.5点

0.5点

(1点)

0.5点

④表彰（優良工事施工者、インフラDX大賞、インフラメンテナンス大賞）

配点

ｂ-1）地域防災への協力体制（消防団協力）

a）本支店、営業所の所在地

分類

⑦登録基幹技能者等の配置の有無

小計

ｃ）河川、ダム又は道路の経常維持工事の施工実績の有無
   ※1

a）災害協定の有無・協定に基づく活動実績

②工事成績評定点

評価項目

⑤表彰（SAFETY・安全表彰）
1
企
業
の
能
力
等

③若手技術者（40歳以下）又は、女性技術者の配置

⑥ICTの全面的な活用（ＩＣＴ舗装、ＩＣＴ舗装工（修繕工））の有無

⑨ワーク・ライフ・バランス評価項目となる制度の認定

ｂ-2）地域防災への協力体制（家畜伝染病による防疫協定）

①企業の施工実績（海外実績含む）

⑧（Ｂ）
地域精通度

・貢献度

21.5～（26.5）
点

換算後の加算点
20点

維持工事の施工実績による運用の見直し情報提供②
対象：施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）

※１：一般土木工事の場合にのみ選択する。その他の工種の場合は項目を削除した配点とする。

・過去２年間に元請けとして完成・引渡しが完了した維持工事の実績がある場合、一般土木工事において、評価している。

維持工事における施工実績の加算点措置の見直し

維持工事における競争参加資格要件の緩和
・競争参加資格要件について、分任官工事における配置予定技術者の従事期間は、原則、全工期（準備・後片付け期間を除く）となっている。

■施工能力評価型（Ⅱ型） ※企業の能力のみ抜粋・国債工事の受注をした場合は、加点評価されるまでに期間を要する。

・維持工事は、災害時における迅速な対応や復旧作業を担うものであり、地域の安全・安心を確保するうえで極めて重要である。
・競争参加資格要件については、分任官の他工事と同様に全工期従事した期間（準備・後片付け期間を除く）としている。
・また、災害時には即時の対応が求められる一方、技術者の人員確保が大きな負担となり、入札参加者数が少ない傾向にあることから、令
和元年度より施工実績による加算点評価を行っている。
・今回の見直しは、若手技術者育成の観点から競争参加資格要件の緩和や単年度工事と国債工事との間で配点差が生じないよう、評価方
法を見直したものである。

・技術者不足の中、若手技術者を育成する上で様々な現場の経験を積ませたい。

一方、競争参加資格の要件で全期間の従事期間の縛りがあることから、入札参加に備えると交代ができないといった懸念。

■現 行

・施工経験として全工期（準備・後片付け期間を除く）に従事した期間。

■見直し（案） ※維持工事に限る

・施工経験として全工期（準備・後片付け期間を除く）に従事した期間。

なお、全工期が１年以上の工事に限り、３６５日以上の従事期間で認めるものとする。

・国債工事においては、一部完成でも加算点評価を行うことへ見直し。
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